
日 曜

1 火

赤い羽根共同募金　2年栄養教育②③　

委員会活動　国際クラブ

3 木

4 金

5 土

6 日

3年放課後ステップアップタイム⑥

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

　　年末特別休暇

7 月

オンライン朝会　歯科健診（4年）

2 水

2年放課後ステップアップタイム⑥（2学期最終）

6年社会見学（大阪歴史博物館・大阪城・ピースおおさか）【弁】

予　　　　　　　　定

赤い羽根共同募金　5年非行防止教室③

PTA校庭開放（9：30～11：00）

5年社会見学（読売新聞）【弁】　4年フッ化物洗口

暖房開始　歯科健診（2年、3年2組）　漢字書字力テスト

赤い羽根共同募金　2年放課後ステップアップタイム⑥

12月の行事予定

期末個人懇談会【13：40下校】

2年放課後ステップアップタイム⑥

期末個人懇談会【13：40下校】

期末個人懇談会【13：40下校】

国際クラブ発表会⑥【15：00下校】

クラブ活動（2学期最終）　国際クラブ（2学期最終）

　　年末特別休暇

3年放課後ステップアップタイム⑥（2学期最終）

全学年5時間授業【14：45下校】

第2学期終業式　給食終了　【14：0５下校】

冬季休業（1月6日（水）まで）

　　学校閉庁日

　　年末特別休暇

「みんながつくる みんなの学校 東小路小」
わ・ゼロ 大阪市立東小路小学校

学校だより 令和2年1２月号

「自分が変わる」

「GIGAスクール構想」とは、令和元年１２月に文部科学省が発表したもので、

「1人１台の学習用端末（パソコンやタブレット）と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、

特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたち一人一人に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育

成できる教育ICT環境を実現する。これまでの我が国の教育実践と最先端のICTのベストミックスを図り、教師・児

童生徒の力を最大限に引き出す。」というものです。この構想は令和２年度からの４年間計画でしたが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響で令和２年度中の実現に向けて舵が切られました。

大阪市はこの国の方向性を踏まえた上で、国がめざす教育ICT環境（1人１台学習用パソコンの実現）を整え、大

阪市全体でICTを有効に活用した教育をさらに推進させていきます。

そこで、１２月から順次、各学校に「1人1台学習用端末」が配付されます。配付される端末は、デタッチャブルPCで、

キーボードを取り外しタブレット型端末として使用することができるものです。1人の児童に対して、新たにMicrosoftアカウ

ントとGoogleアカウントの２つとパスワードが配付されます。（詳しくは別途の案内にてご確認ください）また、原則、児

童の専有使用としますが、贈与するものではなく、貸与するもので、卒業後は次の児童が使うことになります。そして、家

庭の持ち帰りについては、本年度は非常時におけるオンライン学習や平時におけるオンライン学習の試行実施やそれに伴

う接続テストでの活用を想定しています。したがって現時点では、平時の家庭学習等には活用しないことになっています。

これからは「いつでも」「どこでも」「だれとでも」を合言葉に主体的に学べる環境、多様な学習の機会と場の提供が必要

となってきます。たとえば「個に応じた学習」「調べ学習」「思考を深める学習」「学習したことを表現」「家庭における学習」

など、多様な学習場面において、「学習への興味や関心の向上」や「分かりやすい授業の実現」、「個に応じた指導の充

実」をめざしていかねばなりません。そして、その際に有効活用できるのがICT環境です。ただし、大切なことは、「ICTを学

ぶ」のではなく、「ICTで何を学ぶ」かです。さらに、学ぶために必要な力が「４つの力（「自分も人も大切にする力」「自分

で考える力」「自分から表現する力」「失敗を楽しみ、チャレンジする力」）」になるのです。

私の尊敬する人物の一人である広島県の教育長である平川理恵さんの言葉（ポスト・コロナの「学校」を描くの一

節）です。

「この際、学校教育の制度疲労を起こしている部分をハッキリと認め、「画一一斉」から「個別最適」な学びへと本気で

変えようではないか。自分のできる範囲からでいいのだ。（中略）それでも壁は厚い。制度をつくり変えることよりむず

かしいのが、人の※1マインドセットを変えることである。これが一番むずかしい。人はできれば変化したくないからだ。し

かし、いま、私たちは思い知ったはずである。変わる必要があり、変わらねばならないことを。学校の学びも選択肢を

持っておかなければ※2リスクヘッジできないことを。」

「人を変えることはできない、自分を変えることはできる。すべては自分から。」

校長 市場達朗

※1「これまでの経験や教育、先入観からつくられる思考パターンや固定化された考え方」

※2「起こりうるリスクの程度を予測して、リスクに対応できる体制を取って備えること」

作品展




